
CNA レポートジャパン 

 
 

CNA Report Japan Vol. 7 No.7 April 15th, 2005 
 http://cnar.jp 

1/9 

CNA Report Japan 

Conferencing News & Analysis— Since December, 1999 

電話会議・テレビ会議・Web 会議専門ニュースレター Vol. 7. No. 7 2005 年 4 月 15 日号  毎月 15 日・月末発行  

創刊 1999 年 12 月 8 日 発行/編集：橋本啓介 k@cnar.jp  Copyright 2005 Kay Office All rights reserved.

ニュース項目                          

■ソニー、IP ネットワーク対応を強化した映像コミュニケ

ーション製品群 IPELA 発表 

ソニー（東京都品川区）は、従来のビデオ会議、監視用

カメラやレコーダーなどの業務用製品において IP ネットワ

ーク対応を強化、「IPELA（イペラ）」シリーズとして全世界で

積極展開していくと 3 月１日に発表。 

  IPELA は、「IP」とイタリア語で美しいという意味の

「BELLA」を組み合わせた造語。IPELA は、ソニーが放送

機器開発で培った高画質・高音質・高信頼性と、コンシュ

ーマー機器の小型・軽量・使いやすさなどの技術を結集、

IP ネットワーク対応を強化した業務用製品群の総称。 

ソニーでは、IPELA が実現する映像コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン （ Integrated Visual 

Communication）を、今後の新たなビジネ

ス領域として捉え、放送などコンテンツ制

作に次ぐB2B事業の柱に育てる考えを持

つ。 

IPELA によって、一般企業や店舗、教

育、医療、金融機関、官公庁などを対象

として、企業活動の効率化、企業の事業

創出などのためのリューションを提案して

いく。 

「映像は単に画質だけでなく受ける印

象も重要になってくる。そうすると、たとえ

ば自動車デザインや学校の授業などで、

実物大、等身大で見たいとかといったリア

ルで高精細（ハイ・デフィニション）な映像コミュニケーション

に対するニーズがでてくる。そういったニーズに対しても

IPELA で対応していきたい。また、リアルな映像以外にも、

動体・不動体検知、差異検知などインテリジェントな機能や

ユーザーインターフェイスにおける操作性の向上、認証、

暗号化機能なども提供する。」（ソニー プロフェッショナル 

ソリューションズネットワークカンパニー B&I 事業本部 B&I

ビジネス企画部門副部門長 関口倫正氏） 

IPELA によるシステムソリューションは、導入時のコンサル

ティングからシステム構築、運用サポート、そして投資対効果

の測定まで含めたトータルなソリューションとして提供する。 

 

■ソニービデオ会議、PCS-TL50 と PCS-G70S が IPELA  

シリーズの端末 

IPELA シリーズのビデオ会議システムは「PCS-TL50」と

「PCS-G70S」がある。「既存の PCS-TL50 と PCS-G70S に対

するそれぞれ補完的な製品を今夏以降発売する予定。また、

将来的には、IPELA のコンセプトを織り込んだ現在のハイエ

ンド製品である PCS-G70S の上位機種の投入も考えてい

る。」（同 関口氏） 

IPELA シリーズ製品群ラインナップ 

PCS-G70S は、高画質、高音質を追求したビデオ会議シス

テム。最大４Mbps の帯域、IP／ISDN 混在最大６地点（親機２

台カスケード接続する場合は 10 地点）までの同時会議が行

え、異速度通信、安定した IP 通信を行うための FEC 機能な

ど豊富な機能をもつ。PCS-G70S は、標準カメラが付いた

PCS-G70N と違い、カメラなしの本体のみのタイプ。用途に応

じて３つのカメラから選択ができる（ノーマルカメラ、トラッキン

グカメラ、３CCD カメラ）。 
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また、多地点接続時に各地点からの映像をそれぞれ独

立したモニターに出力できる５つのモニター出力端子を装

備している。「たとえば社長が社内訓辞をビデオ会議で行う

場合、社長がそれぞれの拠点を別々の独立したモニター

で確認することができるため、相手の表情や状況が非常に

わかりやすい。お客様からの強い要望で実現した機能

だ。」（同B&I事業本部コミュニケーションシステム部門 コミ

ュニケーション商品戦略室・システム設計課 統括課長 荻

野 泰司氏） 

IPELA シリーズでのもう一つのビデオ会議システム

PCS-TL50 は、モニター一体型カメラ内蔵のコンパクトでス

タイリッシュなオールインワンモデルで、PC ディスプレイや

ビデオモニターとしても使える。また、データ共有機能やデ

ジタルホワイトボード機能などがある。画面には、コール先

の相手の画像を表示し相手を選択することによりコールす

ることができる。従前機種ではメモリースティックを使ってい

たが、相手の画像は直前のビデオ会議の映像から自動記

録したものから好みにより選択して表示させることができる。

着信時リング音がなるとともにポップアップ画面が出る。 

PCS-TL50 は、アスペクト比 16:9 の 20 型液晶ディスプレイ

を搭載。「１モニターに２画面（4:3）を表示するためにアス

ペクト比を 16:9 とした。PC 画面は XGA で出しているため

高精細な PC 画面を表示できる。また、ワイド XGA（1280×

768 ピクセルの解像度）のモニターのため視野角が広いパ

ネルとして他社と比較しても遜色はない。」（同 荻野 氏） 

ソニーは 3 月 1 日に IPELA シリーズの発表と同時に、同

社ビデオ会議システムをシスコシステムズ社の CallManager

及び SCCP に対応したことを発表。（CNA レポート・ジャパ

ン Vol. 7 No. 5 2005 年 3 月 15 日号）「煩雑なＩＰアドレス

の入力を行なうことなく、ビデオ会議システムを内線電話感

覚で使用できるようになる。」（同 荻野氏） 

 

■大塚商会、マイクロソフトとポリコム、次世代遠隔会

議ソリューションを国内で販売開始 
大塚商会（東京都千代田区）、ポリコム（東京都千代田

区）とマイクロソフト（東京都渋谷区）は、マイクロソフトとポリ

コムが開発した国内初のリアルタイム・コミュニケーション・ソ

リューションの販売を開始した。4 月 7 日三社は共同で発表

会を実施。 

 
4 月 7 日発表会で講演するポリコム社長 奥田氏 

 リ ア ル タ イ ム ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ソ リ ュ ー シ ョ ン は 、

「Microsoft Office Live Communications Server 2005」とポリコ

ムの VSX シリーズをはじめとする遠隔会議システムを組み合

わせたソリューション。 

このソリューションのユーザーは、Microsoft Office 製品、

Windows SharePoint、Windows Messenger などを使用中に、

相手のプレゼンス（在席状態）を確認でき、数回のクリックだ

けで必要な相手と 1 対 1、1 対多、または、多対多で、ビデオ、

音声、Web を使用したコミュニケーション即座に開始したり、

相手のスケジュールを確認したりして会議予約などが行え

る。 

また、ポリコムのユニファイド・コラボレーティブ・コミュニケー

ション・ソリューションにより、相手側のツール（ビデオ、音声、

Web）やネットワーク環境（IP、ISDN、アナログ電話回線）が異

なっていても、シームレスに接続ができる。 

（次ページへ続く） 

――――――――――――――――――――――――― 
<広告> MeetingPlaza = 出張ビジネス

マンの悩みを解決！ 
会議出張＝コスト＋時間＋疲労 
ビジネスマンの 3 重苦、すなわち 
会議出張の解消に月額 2500 円 
Web 会議 NTT アイティ Meeting 
Plaza をお勧めします。 
新バージョン「MeetingPlaza V3」 

で更に使いやすく、強力になった MeetingPlaza を経費削減、 
貴社ビジネスの次の一手にご活用ください。 
「MeetingPlaza 電網会議室サービス」 
http://www.meetingplaza.com/ 
―――――――――――――――――――――――――――― 
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(左写真：プレゼンス

機能で現在オンライン

の人をビデオ会議でコ

ールするため、「会議

開始」メニューを選択し

ている状況)  

Microsoft Office 

Live 

Communications 

Server 2005 による、

インスタントメッセー

ジとプレゼンスの利

点について、マイク

ロソフトは、4 月 7 日

の共同での記者発

表会で、（１）インスタントメッセージは、最も直接的で効率

的なコミュニケーションツール、（２）プレゼンスによって、従

来は利用できなかったコミュニケーション手段と多くの付加

価値を提供する、などを説明。 

 
 多地点でのビデオ会議と資料共有デモ 

また、作業での効果として、（１）コミュニケーションの遅延

が減少、（２）チームが分散している場合、インスタントメッセ

ージによって生産性の高い方法で対話ができる、また個人

の生産性が向上、（３）電子メール同様、作業者がインスタ

ントメッセージの使用に迅速に適応することが個人とグル

ープのプロセスを円滑にし、迅速な意志決定を行える、

（４）プレゼンス対応アプリケーション内からの連絡やコミュ

ニケーションを可能にすることで、電子メールや電話のため

に作業を中断せずに仕事に専念できる、など。 

  大塚商会、ポリコム、マイクロソフトの三社は、このソリュ

ーションにおける営業及びマーケティングで競業し、4 月の

「IP & Wireless Forum 2005」に出展、また 6 月下旬から東京

を皮切りに、全国でセミナーの実施など、集中的にプロモー

ションを行う。 

大塚商会は、マイクロソフト、ポリコム製品それぞれの国内

最大級のリセラー。マイクロソフトとは、1993 年 LAR 契約を締

結以来で、独立系商社としての実績は日本で一番。ポリコム

とは、2001 年に一次代理店契約を締結。その前は、1993 年

にポリコムが買収したピクチャーテルの一次販売代理店にな

っており、ピクチャーテルとポリコム通算延べ 1000 社以上

5000 台のテレビ会議を販売してきた。 

また大塚商会は、自社内でも、テレビ会議を1986年導入し

ている。2003 年本社ビル移転に伴い、IP 化とともに、30 拠点

66 台のテレビ会議システムを導入。通信費は、月平均 2000

万円から定額の 300 万円まで 85%削減できた。 

会議システムのユーザーでもある大塚商会は、このソリュ

ーションの自社導入を行い、その経験やノウハウを基に、最

適なソリューション提案を行っていく。 

Live Communications Server 2005 特長 

セ キ ュ リ

ティ 

・Transport Layer Security(TLS)を使った接続 

・オーディオ/ビデオ/データの暗号化 

・Kerberos 及び NTLM を使ったユーザー認証

統 合 管

理 

・Active Directory との統合（ユーザー管理、認

証、ポリシーの設定） 

・LCS 2003 との混在環境においても１つのコン

ソールで管理可能 

・ Windows 標 準 の 管 理 ツ ー ル に 対 応 －

WMI/MMC/MOM 

拡張性 ・業界標準の SIP/SIMPLE に対応 

・クライアントアプリケーションのカスタマイズ 

・API/SDK の情報公開により、容易なアプリケ

ーション開発 

外 部 接

続 

・フェデレーション－内部ユーザーが外部組織

のユーザーと通信 

・リモートユーザーシナリオ－インターネットへ

の接続だけで利用可能 

・Active Directory マルチフォレスト対応の強化

（組織内外問わず） 

アーキテ

クチャの

改良 

・２階層アーキテクチャによる分散構成 

・SQL Server による高可用性、フェールオーバ

ー、データリカバリ 

・大規模ユーザーへの展開 
*4 月 7 日の発表会の資料による。 
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マイクロソフトは、大塚商会の社内導入及び顧客のシス

テム構築のためのコンサルティングを含めた技術サポート

を行う。ポリコムは、ポリコム製品ユーザーや新規顧客に対

するプロモーションやセミナーを行う他、大塚商会に対して

営業サポート、技術サポートを行う。これにより、５月より受

注開始予定で、初年度 100 社への導入を目標とする。 

 ソリューション参考価格 （12 ユーザーの例）：Polycom 

PVX ビデオ会議ソフトウエア、Polycom WebOffice 会議ポ

ータルソフトウェア、Polycom PathNavigator ゲートキーパ

ーソフトウェア、Polycom MGC-25 IP 12 多地点接続サー

バー、Microsoft Office Live Communications Server 2005 

Standard Edition （1 サーバー12 クライアント）、セットで 750

万円から。1PC、PC サーバー、Web カメラ・ヘッドセットなど

は、別途、必要になる。 

 

■NTT ビズリンク、「フレッツ IP 多地点サービス」への

「エコノミータイプ」「128k」の追加 

NTT ビズリンク（東京都千代田区）は、IP テレビ会議を多

地点間で接続する「フレッツ IP 多地点サービス」に、新たに

廉価版のメニューである「エコノミータイプ」の提供を発表。

4 月 8 日から。また、従来ではＩＰテレビ会議の利用の最低

利用帯域は「384kbps」となっていたが、今回より廉価な価

格のメニューとして「128kbps」の利用速度を追加する。 

「今回は、NTT 地域 IP 網を利用したテレビ会議専用網を

提供するメニューを追加するもの。従来から提供している

全拠点分の帯域を確実に確保しているタイプ（今回レギュ

ラータイプと命名）に加え、ネットワークの利用効率を高め

てコストを抑えた「エコノミータイプ」を追加した。」（NTT ビ

ズリンク ヴィジュアル・コミュニケーション事業部） 

帯域については、100%の可能性で確保したいという顧客

にはレギュラータイプを提供することになるが、より低コスト

で IP テレビ会議を行いたいというニーズに今回対応するこ

とになった。 

 現在の主力サービスである 384kbps では、今までネット

ワーク利用費 15,000 円＋多地点利用費 20,000 円のところ

を、ネットワーク利用費 7,000 円＋多地点利用費 20,000 円

とした。「ネットワーク利用の費用では、インターネットの大

手プロバイダーの固定 IP メニューより割安になっている。」

（NTT ビズリンク同事業部） 

 「フレッツ IP 多地点サービス」は、IP テレビ会議専用の特

別な品質確保型ネットワークと、利用をフルサポートする運用

サービスを提供しており、開始以来約 1 年半で既に 600 を超

えるビジネスユースを中心とした拠点にサービスを提供して

いる。 

サービス提供ネットワークの構成 

 
 
料金表（１端末毎、１ヶ月あたり） 

最大通信

速度 

ネットワーク利用費 

【エコノミータイプ】 

（新規追加タイプ） 

ネットワーク利用費 

【レギュラータイプ】 

（従来タイプ） 

128kbps 4,200 円 7,350 円 

384kbps 7,350 円 15,750 円 

768kbps 12,600 円 26,250 円 

1.2Mbps 18,900 円 42,000 円 

1.6Mbps 25,200 円 57,750 円 

2Mbps 31,500 円 73,500 円 

*網掛け部分が今回追加メニュー。  

*利用拠点毎に通信速度を選択することが可能。  

*「Ｂフレッツ」「フレッツ・ＡＤＳＬ」の料金が別途必要。  

*多地点会議を行う場合には別途多地点接続費(月額 21,000 円/ポ

ート)。 

■映像コミュニケーションの可能性を広げるソニーの直感

的ワイヤレスハンドオーバー技術 

ソニーは、「直感的ワイヤレスハンドオーバー技術」による

将来の商品化の可能性を検討している。「直感的ワイヤレス

ハンドオーバー技術」は、ソニーコンピュータサイエンス研究

所が開発したユーザー操作や各種ディバイス操作の使い勝

手を向上させる技術。汎用的な技術なため、コンシューマー

機器から業務用機器まで応用範囲は幅広い。 
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現在、映像コミュニケーションを推進する関連部門では、

この「直感的ワイヤレスハンドオーバー技術」をどのようにコ

ミュニケーションツールに応用させることができるかを検討

しプロトタイプを３月に行なった IPELA の発表の際に参考

展示した。 

 

   
  ハンドセット（プロトタイプ）  

直感的ワイヤレスハンドオーバー技術を映像コミュニケ

ーションに応用させて製品のプロトタイプとして試作したの

がハンドセットの端末。（写真：別々のハンドセットではなく

同一のもの。）この端末の想定される使用方法一例として

は、ハンドセットで音声電話を行いつつビデオ会議に、簡

単なボタン操作でシームレスに移行することができる。 

また、ＰＣデータをビデオ会議中の相手に対しても表示

させたい場合には、端末を、PC に“かざす”ことによって PC

データを“吸い上げ”、それをビデオ会議端末へ転送し、表

示する。しかし、その端末自体に、データを格納するので

はなく、別にワイヤレスで接続されたサーバーへ格納させ

る。端末と PC は、そのデータのファイル情報をやり取りする

だけで、実際のデータはそのサーバーを経由する仕組み。 

他の想定される使用方法としては、会議中に、たとえばあ

る参加者が離席する際に、その端末がビデオ会議端末として、

会議室から離席しても引き続きビデオ会議に参加することが

できる。また、逆にビデオ会議から音声電話に移行して通信

も可能。 

通常のビデオ会議を行う場合でも、端末をビデオ会議端

末にかざすことにより、相手にコールすることができる。そして

そのコールを受ける側では、前もって、自分の最寄りのビデ

オ会議端末に、端末をかざしておけば、自動で自分宛のコー

ルを着信できる。「その都度IPアドレスなどを入力することなく、

相手とコミュニケーションが簡単に行える。」（B&I 事業本部 

コミュニケーションシステム部門 コミュニケーション商品企画

戦略室 戦略課 プロダクトプランナー 地主 光太郎氏） 

さらに、ハンドヘルド端末で装置などにかざすと、かざされ

る装置などに必要不可欠な操作メニューのみ表示され、煩雑

さが軽減される。 

「直感的ワイヤレスハンドオーバー技術は、映像コミュニケ

ーションの有力なアプリケーションと見る。どのように商品化し

ていくかというのが今後の課題。プロトタイプでは、筐体は大

きいが、更に軽小化を行っていきたいと考える。」（同 B&I 事

業本部コミュニケーションシステム部門 IP コミュニケーション

部 設計 4 課 統括課長 菊池 明博氏） 

 

■インターコール、日本での事業本格化 

 米国アトランタ市に本社を持つ、音声、ウェブ及びテレビを

使ったコンファランシング・サービスを提供するインターコー

ルは、2003 年 5 月に日本事務所を設立していたが、今年１月

から本格的に営業展開を開始した。 

インターコールは1991 年設立されコンファランシング・サー

ビスにおいては専業会社として世界最大手。2003 年には、コ

ールセンター運営などコミュニケーション・ソリューションのア

ウトソーシング事業を展開する米 West Corporation のグルー

プに入り、同社のコンファランシング事業部門を担っている。

従業員数は、約 1300 名。同社サービスを利用している企業

は、世界全体で約３万組織。同社は、４万ポート以上の多地

点サービス提供能力（主に音声）がある。音声会議が売上げ

の大半を占める主力商品だが、ここ１～2 年ウェブ会議系の

サービスも急速に伸びているという。 
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 同社は、音声会議については、「リザベーションレス（予

約不要な自動音声会議サービス）」／「リザベーションレス

-Plus」のサービスを提供している。両者の基本的サービス

内容は同じだが、リザベーションレス-Plus は、会議開催時

のパスコードの二重化などセキュリティを強化したサービス

である。共通したサービス内容としては、（１）予約の必要が

なく２４時間いつでも利用できる、（２）利用時間に制限がな

い、（３）初期費用や月額基本料金は不要で従量課金（ペ

イ・パー・ユース）によるサービス、（４）国際フリーダイヤル

サービスの提供、（５）参加者・参加人数の確認、参加者全

員のミュート・ミュート解除、会議のロック、会議の録音、オ

ペレータによる会議不参加者のページング、会議終了後

の全員の回線切断などさまざまな会議コントロール機能の

提供などがある。 

 上記リザベーションレスサービス以外にも、オペレータが

対応する「オペレータアシスト」サービスも提供しており、日

本人を含むオペレータがきめ細かいサポートを提供してい

る。また、「イベントサービス」も提供している。事前に会議

の段取りやシナリオを確認した上で提供されるカスタム・サ

ービスで、企業の IR 活動、四半期毎の決算発表、社外向

けセミナー、新製品発表などで活用されている。 

音声会議と併用することにより、会議や遠隔プレゼンテー

ションの効率を上げるウェブ会議のサービスも提供している。

社内会議やドキュメント作業などに簡単に利用できるサー

ビスとして、『MeetingCentre』、『Conference Place』、そして、

『Mshow』がある。「MeetingCentre」と「Conference Place」に

ついては、プレセンテーションやアプリケーション、ドキュメ

ンテーションのインタラアクティブな共有が可能であり、ホワ

イトボード共有、ポーリング、チャット、収録など豊富な機能

を提供し、MS Outlook や Lotus Notes との連携により利便

性に富んだ会議の設定も可能。最大 500 名までの参加に

対応した会議やプレゼンテーションが行える。今後は、ユ

ーザーインターフェイスなどの向上のため電話会議とウェ

ブ会議のインテグレーションも強化していくという。 

また、電話会議、ウェブ会議以外にも、サービス提供事

業者との提携でテレビ会議のサービスも行っている。 

 

 
Conference Place のウェブ会議画面 

 

Conference Place のホームページ 

今年１月にインターコールジャパン（東京都新宿区）の日

本支社社長に就任したのが吉丸正俊氏。就任以来、積極的

な営業展開で日本の顧客ベースを急速に拡大しつつある。

同氏は IT 業界に長く籍を置き、ERP, CRM などのソフトウエ

ア製品や関連サービス、及び IT アウトソーシングの経歴を持

つ。また、新しい IT 製品、サービスの普及についても豊富な

経験を持つ同氏は、日本のコンファランス・サービスの市場は

まだ市場開発のフェーズにあり、このフェーズでは特に業界

各社が協力して市場の認知を高める努力が必要であるという

持論を持つ。「日本においてコンファランシング・サービスが

企業の経営レベルでの変革をもたらすポテンシャルがあると

考えるが、市場の認識を更に高める活動がもっと必要。個々

のマーケットプレイヤーの取り組みだと小規模ビジネスとして

は成り得るが、大規模なビジネスへの展開は難しい。例えば、

IT 業界では当初内容がよく理解されていないにも拘わらず、

http://cnar.jp


CNA レポートジャパン 

 
 

CNA Report Japan Vol. 7 No.7 April 15th, 2005 
 http://cnar.jp 

7/9 

まず“キーワード”が市場に浸透して結局は市場を形成し

て行った例が多く見られるが、こういうことも非常に参考に

なるのではないか。つまり、経営的にインパクトのある共通

のキャッチワードなどで市場への浸透を図るのも一案で

は。」（吉丸正俊氏）コンファランス・サービスの有効性につ

いて、吉丸氏は次のように指摘する。「コンファランス・サー

ビス、システムによって企業はバーチャルな集まりを多地点

間、遠隔地間で行える。それにより、時間の有効利用やコ

スト削減や隠れたコストの大幅削減によりでき、機会損失も

防げる。また、会議全般の質の向上が図れるメリットも非常

に大きい。企業にとってコンファランシング・サービス、シス

テムは今後ますます必要不可欠なインフラとなってゆくと思

う。」 

インターコールの強みとして「当社は、グローバルにビジ

ネス展開をしており、顧客の視点でサービスを提供してい

る。価格競争力、サービスの質、サービスのポートフォリオ

それぞれに強みを発揮できる。長年の顧客からの信頼も厚

く、顧客のリテンション率も高い。」（同吉丸正俊氏）今後の

日本での展開については、「まずは、コンファランシングの

利用経験のある外資系企業とグローバルに事業展開して

いる日本企業にアプローチしており、そして純粋な国内企

業等にも展開していく。そして、各顧客ではできるだけ経営

層に積極的にアプローチしていきたい。」（同吉丸正俊氏） 

 

■メッセージワン、ポータブルウェブ会議サーバーを 
発売 

 

WebVicon 
 メッセージワン（東京都千代田区）は、持ち運びが簡単な

ポータブルウェブ会議サーバー「WebVicon（ウェブビーコ

ン）」を今月 4 月から発売。WebVicon は、アプライアンス型の

サーバーで、見た目は小型のルーターあるいは HUB と同じ

大きさの筐体。電源と LAN ケーブルを接続すれば、すぐに

PC によるウェブ会議が行える。 

 
16 画面表示 

 コストも抑え IT 担当者がいない中小企業でも簡単に導入で

きることを想定して、韓国 CXP 社と協同で開発した。韓国

CXP 社は、GloBiz21 ウェブ会議システムを開発する韓国最

大手ベンダー。同社のウェブビデオチャット「Ohmylove」は有

名。Ohmylove の利用ユーザーは、700 万を超えているという。

メッセージワンは、2002 年 1 月 CXP 社と GloBiz21 のライセン

ス契約を提携し、日本語化と日本国内での販売を担当してき

た。（CNA レポート・ジャパン Vol.7 No.3 2005 年 2 月 15 日

号 韓国レポート） 

 今までの PC ウェブ会議は、メッセージワン取締役 事業開

発部 青木 直正氏によると、「Globiz21 は、数多くの大企業

に導入していただいたが、まだまだウェブ会議はコストが高い

という認識がユーザー側にあり、また稟議など社内調整に時

間がかかり特に中小企業では導入が進みづらい状況だった。

それに加え、IT 担当者がいない場合もあり導入に二の足を

踏む企業もあった。今回の WebVicon は、でコスト的にも経済

的で、IP アドレスを設定するだけで、難しいサーバー設定な

ど専門的知識も不要なため、ウェブ会議の導入が進むと期待

している。当社では、中小企業向けの IT 支援なども行ってい

る。」  

 WebVicon の基本機能は、会議録画機能がないということと、

拠点数が 24 拠点までという制限以外は、同社ですでに販売

している Globiz21 ウェブ会議システムと同等レベル。 
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GloBiz21 の主な機能は、チャット、メッセージ送受信、主催

者権限機能、画面の移動、共有イメージ画面保存、テキス

トログ、スケジュール管理、会議パスワード、システム環境

事前チェック、管理者機能など豊富な会議機能が搭載され

ている。GloBiz21 は、KDDI 研究所の APC コーデックを使

用。日興コーディアルグループなど導入実績が多数ある。 

 また、WebVicon の製品としての強みの一つはサーバー

の筐体は大きめの鞄にも入る小型で、どこにでも持って行

って、電源とインターネットLAN環境があればウェブ会議が

できるというもの。同社では、「顧客先にデモに行く場合もこ

の WebVicon を鞄の中に入れて持って行き、顧客企業先で、

そのままデモを行っている。」（同 青木直正氏） 

 販売代理店は、OA 機器などを扱っている企業を予定し

ており、50 社ほどの企業と販売代理店提携を行ったとい

う。 

  WebVicon は、保証が導入から１年付いており、センドバ

ック対応する。価格はオープンプライスとなっている。 

 メッセージワンは、電子メールソフト「Eudora」を扱ってい

るクニリサーチインターナショナルのインスタントメッセージ

（IM）部門が 2001 年 5 月に独立した会社。ソフトウエア、ア

プリケーション、データーベース、インターネットインフラな

ど の 開 発 ・ 販 売 を 行 う 。 同 社 で は 、 上 記 Globiz21 、

WebVicon 以外にも、簡易呼出機能を搭載した Web ミーテ

ィングシステム「Visma for GloBiz21」、コンテンツ自動作成

システム「EZ プレゼンテーター」(アイ・ビー・イー（東京都千

代田区）開発)、対面型接客システム「Vis-On-Call」(アイ・

ビー・イー、ソフトフロント（北海道札幌市）とともに開発)など

を販売。 

また、コールセンター向けの、オペレータの感情を検出

し、感情の“方向性”を定量的に分析しストレスマネージメ

ントに役立てることができるシステムなども開発している。  

大阪には、DTP・Web・デザインスクール「Live Design」を

最近開講。西日本を中心に展開を行うという。2003 年 2 月

には、日本証券業協会グリーンシート市場登録。 

 

ショートニュース項目                          

◆MediaPoint IP、VoicePoint IP など、テレビ会議及び電話

会議システムなどを開発する日本電気エンジニアリング（東京

都港区）は、4 月 1 日社名（商号）変更を行い、旧「日本電気エ

ンジニアリング株式会社」から、新社名が「NEC エンジニアリング

株式会社」となった。設立 2003 年 3 月（創立：1975 年 6 月）、従

業員 2,532 名。売上高（2003 年度）626 億円。会議システム以外

にも幅広くシステムソリューションなどを提供している。 

◆トーメンサイバービジネス（東京都港区）は、同社が開発し

たＩＰネットワーク多地点ビデオ会議システム「Visual Nexus（ビ

ジュアルネクサス）」、同時アクセス数 80 セット分を全国農業

協同組合連合会（JA 全農）に納入したと発表。JA 全農では、

この Visual Nexus を利用して全国 66 拠点をＩＰネットワークで

結び全国一斉ビデオ会議を定期的に実施している。従来は、

ASP 型のビデオ会議サービスを従量課金にて利用していた

ため、予算と利用時間に制約があった。Visual Nexus の導入

によりビデオ会議の運用コストを固定化すると共に大幅に削

減できたという。 

◆米ポリコム発表によると、同社独自開発の 14Khz 音声コー

デック「Polycom Siren14」が、ITU-T の G.722.1 Annex C とし

て承認された。 

◆ギンガネット（大阪府大阪市）の IP テレビ電話「ギンガネット

電話」を活用した「交番緊急対応システム」を三重県警察本

部が導入する。三重県警察本部は、４月１１日より、パトロー

ル中などで交番に警察官が不在となる空き交番対策として、

警察署と６カ所の県内交番にテレビ電話を設置・運用を開始。

テレビ電話による来訪者の対応をする。テレビ電話システム

は、警察官不在の交番に来訪者が立ち寄ると、センサーが

来訪者を自動で感知し、警察署に来訪を自動的に通知する

ため、交番来訪者の操作は不要。 

◆大阪府立今宮高等学校は、NOVA グループのギンガネッ

ト（大阪府大阪市）の IP テレビ電話「ギンガネット電話」を利用

して、２月１日、英語や数学の授業の模様を「大阪府立“181

校”」へライブ中継。ギンガネットによると、181 地点へのネット

ワークを介したライブ中継による公開授業は国内で初の試

み。 

◆ギンガネット（大阪府大阪市）と NOVA は、国土交通省「ビ

ジット・ジャパン・キャンペーン」によるイベント「Yokoso! 

Japan Weekｓ」（2 月 5 日から 2 月 20 日）にて、関西国際空港

内に IP テレビ電話「ギンガネット電話」を設置。テレビ電話を

使った NOVA の中国人スタッフによる中国語通訳サービスを

実施。 

◆福井県大飯町立本郷小学校と大阪府河内長野市立南花
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台東小学校は、2 月 23 日、NOVA サンフランシスコ支局の

アメリカ人講師及び NOVA ネットワークコンテンツセンター

（大阪市）のフランス人講師と、IP テレビ電話「ギンガネット

電話」で接続し、２校合同で国際理解授業を実施。離れた

４地点を結び、２名の講師が直接、２校の児童に向かって

母国について紹介し、児童からの質問を受ける。授業で使

用したのは、ギンガネットの IP テレビ電話「ギンガネット電

話」とケイ・オプティコムの光ファイバー回線。 

◆ インターネットベースの超高速コラボレーション・システ 

ム WebArrow を開発するナムザックジャパン（東京都千代

田区）は、WebArrow の販売について大塚商会と締結した

と発表。また、同社では、米国海軍での採用が決まったとも

発表。 

◆クレオ（東京都港区）は、インターネット会議システム

「FACE Conference2004 シリーズ Second Edition」を 2005

年 3 月 15 日よりパートナーを通じて販売開始。2002 年 9

月販売開始から 200 社以上の顧客から高い評価を得てい

る 。 呼 出 機 能 、 PushToTalk モ ー ド 、 富 士 ゼ ロ ッ ク ス

DocuWorks に対応した。 

 

2004 年第四四半期業績発表 2004 年 10 月-12 月期                        

■WebEx 

WebEx売上推移
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  2004 年第四四半期の売上げは、6770 万 USD（約 73 億

4300 万円）を記録した。前年同四半期比 26％増。通年で

は、2 億 4900 万 USD（約 270 億円）。前年より 31.5%増を記

録した。 

 

■Centra 

Centra
売上推移
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 米 Centra 社の第四四半期の売上げは、1050 万 USD（約 11

億 4000 万円）。ソフトウエアライセンス料売上が全体の 35%、

ASP サービスが 26%、メンテナンスサービス等が 39%。 

イベント情報                           

国内 
ＴＶ会議フォーラム 2005 

日時：2005 年 5 月 19 日-20 日 

場所：サンシャインシティー文化会館 

主催：日経ＢＰ社 

詳細：テレビ会議などを含めたＩＰ＆携帯展示会＆セミナー。 

詳細：http://expo.nikkeibp.co.jp/iptel/ 
海外 
■China Multimedia Video Communications 

日時：２００５年６月２３日～６月２５日 
場所：中国北京市中国国際展覧センタ２号館、３号館 
詳細：http://www.cmvc.com.cn/ 
＊会議システム専門の展示会。 

BCS Tokyo 2005 情報                        
お陰様で、4 月 15 日現在、21 社 35 小間のご出展企業様を

確認しております。BCS 事務局を代表いたしまして皆様のご

協力重ねて御礼申し上げます。 

 

編集後記                             

 dtc-forum メーリングリストを編集長橋本は運営させていた

だいておりますが、4 月 28 日に勉強会・懇親会を開催予定で

す。よかったらご参加ください。詳細は、 
http://cnar.jp/dtc-forum.htm 
 

CNA レポート・ジャパン 
編集長 橋本 啓介  k@cnar.jp（CNA レポート・ジャパン 

Vol 7. No.7 2005 年 4 月 15 日号終わり）次号 Vol 7. No.
8 は、2005 年 4 月 30 日の発行を予定しております。 

http://cnar.jp
http://expo.nikkeibp.co.jp/iptel/
http://www.cmvc.com.cn/
http://cnar.jp/dtc-forum.htm
mailto:k@cnar.jp


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


